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平成２５年度
全国学力・学習状況調査

実施報告書

＜活用に向けた補助資料＞

札幌市教育委員会指導室
平成25年12月20日

◆全国学力・学習状況調査の結果を詳細に分析し、特に課題があると考えられる問題を例示して、

今後の指導方法等の工夫改善に向けて大切にしたいことを示しました。

※課題については、全国と同様に平均正答率が低い問題、全国の平均正答率と比較して低い問題、無解答率が高い問

題から特徴的なものを抽出して掲載しています。

※詳細は、実施報告書本文を確認してください。



〔国語Ａ：主として知識〕について

○「漢字を書くこと」について、継続的に課題

⇒全国の平均正答率を下回る状況。

無解答率※が全国より高い状況。

平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から小学校 国語

〔国語Ａ：主として知識〕について

○「文の定義を理解し、文と文の意味のつなが

りを考えながら、接続語を使って内容を分け

て書くこと」に課題

⇒全国と同様、平均正答率が低く、無解答率

が高い状況。

※無解答率

(1):8.1%、(2):15.5%、(3):33.6%

◆習得した漢字を文や文章の中で適切に使うよう指

導すること。

◆漢字の使用について、日常的に確認、評価すること。

◆国語辞典や漢字辞典を利用して調べる習慣づくり。

改善に向けて大切にしたいこと

＜Ａ問題から＞

◆文の定義を確実に指導し、主語と述語の関係などに着目して、文の構成を整えること。

◆２文を１文に書き換えたり、１文を複数の文に分けて書いたりするなど、言語を操作すること。

改善に向けて大切にしたいこと

1/6



平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から小学校 国語

〔国語Ｂ：主として活用〕について

○「目的や意図に応じ、必要な内容を適切に引用したり複数の内容

を関係付けたりしながら、自分の考えを書くこと」に課題

⇒全国と同様、平均正答率が低く、無解答率が高い状況。

＜Ｂ問題から＞

◆多様な読み方（一つの作品を精読や再読／複数の作品を並行して読むことなど）を

経験すること。

◆推薦することなどの目的を持って文章を読み、目的のために必要な文や事実を引

用して、分かりやすく自分の考えを書くこと。

推薦文を読み、推薦している
対象や理由を捉える問題

示された「推薦文」
から必要な文を引
用して、薦める理
由を記述する問題。

改善に向けて大切にしたいこと
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〔算数Ａ：主として知識〕について

○「計算すること」について、継続的に課題

⇒平均正答率は80％を超えるものの、

全国の平均正答率を下回る状況。

◆計算結果を見積もりを行い、計算結果の確認に生かす習慣や技能を高めることや、確実に手続きを習熟すること。

◆「概数」、「面積」、「割合」などにおける数処理、計算において、問題場面や解決過程を図に表し、式と図、計算結果と問題場面を関連付けて、式や

答えの意味を考えること。

改善に向けて大切にしたいこと

1 14500 2 15000 3 19500 4 24999 5 25000

○「概数の処理」や「面積の求め方」に課題

⇒平均正答率が高いものの、

全国の平均正答率を下回る状況。

○「割合の意味を理解すること」に課題

⇒平均正答率が低い。

およそ半数の児童が誤答。

平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から小学校 算数 3/6

＜Ａ問題から＞



〔算数Ｂ：主として活用〕について

○「示された分割の仕方を解釈し、面積が等しくなることを言葉と数を用いて記述すること」に課題

○「二つの数量の関係が比例の関係でないことを記述すること」に課題

○「単位量当たりの大きさなどに着目して、二つの数量の関係の求め方を記述できること」に課題

○「割合が同じで基準量が増えているときの比較量の大小を判断し、その理由を記述すること」に課題

⇒全国と同様に、平均正答率が低く、無解答率が高い状況。

◆数量の関係を表にまとめたり、表から規則性を読み取ったりすることや、見出した規則性がいつでも成り立っているかを表を用いて説明すること。

◆一人一人の児童が考えた説明などの表現について、妥当で的確なものに高めていくこと。

◆問題解決のために必要な計算などについて、あらかじめ見通しを立てることや、問題に当てはめてみて、その妥当性を確認すること。

改善に向けて大切にしたいこと

平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から小学校 算数 4/6

＜Ｂ問題から＞



〔国語Ａ：主として知識〕について

○「文脈に即して漢字を正しく書くこと」「語句の意味を理解

し、文脈の中で適切に使うこと」について、一部に課題

⇒全国と同様、平均正答率が低い状況。

平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から中学校 国語

〔国語Ｂ：主として活用〕について

○「課題を決め、それに応じた情報の収集方

法を考えること」に課題

⇒全国と同様、平均正答率が低い状況。

○ 「根拠を明確にして自分の考えを具体的に

書くこと」に課題

⇒全国と同様、無解答率が１割を超える状況。

◆漢字について、文脈に即して使えるこ

とや、漢字を使う機会を増やすこと。

◆語句の辞書的な意味を基にして、話や

文脈の中での意味を捉えること。

改善に向けて大切にしたいこと

＜Ｂ問題から＞

◆文書を読んで理解したことから、新たな課題を
見出すことや、ものの見方や考え方を広げるこ
と、また、課題解決に向け、情報収集の手段を
的確に活用すること。

◆文章を読んで、根拠として本文を引用して、自
分の考えを述べたり、書いたりすること。

課題を決め、それに応じた情報の
収集情報を考える問題

改善に向けて大切にしたいこと

5/6

※設問2、3は、無解答率
が1割を超えている。

＜Ａ問題から＞



〔数学Ａ：主として知識〕について

○「数量の関係を文字式で表すこと」に課題

○「与えられたヒストグラムについて、ある階級の相対度
数を求めること」に課題

⇒全国と同様に、平均正答率が低く、無解答率が高い
状況。

◆文字式について、文字を具体的な数に置き換えたり、言葉の式で意味

を確認したりして理解を深めること。

◆資料の傾向を読み取る活動を通じて、相対度数の必要性と意味につ

いての理解を深めること。

改善に向けて大切にしたいこと

平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から中学校 数学 6/6

＜Ａ問題から＞

〔数学Ｂ：主として活用〕について

○「事象を数学的に表現したり、数学的に表現された結果を事象に即して解釈
したりすることを通して、事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明すること」に
課題

○「示された方針に基づいて証明することや、与えられた条件を整理したり、着
目すべき性質を見出したりするなどして、証明の新たな方針を立てること」に
課題

○「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することや、言葉

で表現された事柄の数学的な意味を的確に捉え、他の事象との関係を考え
ること」に課題

○ 「資料の傾向を的確に捉え、事柄の特徴を数学的に説明すること」に課題

⇒全国と同様に、平均正答率が低く、無解答率が高い状況。

◆事象を数学的に表現したり、数学的に表現された結果を事象に即して解釈し

たりすることを通して、事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明すること。

◆事象を多面的に見る活動を充実すること。

改善に向けて大切にしたいこと

＜Ｂ問題から＞



札幌の
成果と課題

■国際比較による日本の子どもの学力■

■札幌の子どもの学習習慣と学習意欲■

平成25年10月 9日 札幌市教育委員会

札幌市の子どもの学力の現状と
今後の取組について

■札幌の子どもの学力■

日
本
全
体
の
状
況

札
幌
市
全
体
の
状
況

「さっぽろっ子「学ぶ力」の育成プラン」

◆分かる・できる・楽しい「授業づくり」の充実

◆学校、家庭が一体となった「習慣づくり」「環境づくり」の推進

◆子どもの自己評価を生かした「学ぶ力」の評価と指導の改善

P2

子どもの学力の現状と札幌の成果と課題P1

＜本資料の概要＞

■札幌市が目指す学力…「学ぶ力」

○札幌市の教育においては、自ら学ぼうとする「学ぶ意欲」や、

思考力・判断力・表現力等の「活かす力」、基礎的・基本的な

知識や技能などの「学んだ力」の３つの要素で構成される「学

ぶ力」をバランスよくはぐくむことを目指して教育活動等の充

実に努めてきております。

■札幌市の成果と課題

○教育委員会では、子どもの現状を把握し、教育活動等の改善を

図るため、このたび、平成２５年度全国学力・学習状況調査

（平成２５年４月実施）における札幌市の調査結果を分析し、

課題や改善の方向性を明らかにするとともに、国際的な調査や

札幌市が独自に行ってきた学力調査などの結果も踏まえて、

「学ぶ力」の札幌市の現状を分析し、「札幌の成果と課題」と

してまとめました。（本資料Ｐ１）

■札幌市の今後の取組

○また、「札幌の成果と課題」を踏まえ、今後、教育委員会とし

て推進する取組を「さっぽろっ子「学ぶ力」の育成プラン」に

とりまとめました。（本資料Ｐ２）

◆知識・技能の定着⇒小学校国語の（漢字を書くことなど）、算数（小数の計算
など）に継続的な課題。

◆活用⇒中学校の教科領域等で全国平均正答率と比べて「上回る」「ほぼ同
程度だが上回る」傾向。一方、「事実を基にして自分の考えをもつこと」など
が小・中ともに課題。

◆家庭での学習習慣や、学習意欲に課題。

◆習熟度の高い児童生徒の割合は増加したが、他の上位国・地域と比べると、その割合

は低い。

◆学習意欲等に肯定的な回答をした児童生徒の割合は増加したが、国際平均よりも低い。

◆必要な情報を見付け出し取り出すことは得意だが、それらの関係性を理解して解釈した

り、自らの知識や経験と結び付けたりすることがやや苦手。

■読書への意欲向上に成果。一方、学習習慣の確立や、自ら学ぼう
とする学習意欲の向上に課題。

■思考力・判断力・表現力等に、問題解決的な学習等の成果も見ら
れるが、知識・技能ほど十分に身に付いているとは言えない。

■知識・技能は、概ね身に付いているが、小学校の教科領域の一部
に継続的な課題も見られる。

資料１



小４、中２が対象
算数・数学、理科の

知識・技能の習得状況
2011年調査 小学校・算５位、理４位（５０か国中）

中学校・数５位、理４位（４２か国中）

ＴＩＭＳＳ
国際数学・理科
教育動向調査

１５歳が対象。義務教育
修了段階で身に付けた知識
や技能を実生活の様々な課
題にどの程度活用できるか。

■数学的リテラシー
数学的根拠に基づいた判断・能力

■科学的リテラシー
科学的知識を活用し、課題を明確
にして結論を導き出す能力

■読解力
テキストを理解、利用し、考える力

・習熟度レベル１～４（低～高）で見ると、前回調査（２００６
年）と比べてレベル２以下の生徒の割合が減少し、レベ
ル４以上の生徒の割合が増加。
・トップレベルの国々と比べると、成績下位層が多い。

数学的リテラシー

2006年10位（57か国・地域中） 2009年 ９位（65か国・地域中）
科学的リテラシー

2006年 6位（57か国・地域中） 2009年 ５位（65か国・地域中）
読解力
2006年15位（57か国・地域中） 2009年 ８位（65か国・地域中）

ＰＩＳＡ
ＯＥＣＤ生徒の
学習到達度調査

■Ｈ23年度の調査では、家庭での学習時間は、小・中学校ともに、「ほとんどしない」と回答した割合が過去調査（H20年度）に比べ減少してい
るが、「１５分以内」「ほとんどしない」と回答している子どもの割合が小学生（小５）23.9％ 、中学生（中２）28.4％となっている。

★札幌の成果と課題★
■読書への意欲向上に成果。一方、学習習慣の確立や、自ら学ぼうとする学習意欲の向上に課題。
■思考力・判断力・表現力等に、問題解決的な学習等の成果も見られるが、知識・技能ほど十分に身に
付いているとは言えない。

■知識・技能は、概ね身に付いているが、小学校の教科領域の一部に継続的な課題も見られる。

「必要な情報を見付け出し取り出すことは得意だが、
それらの関係性を理解して解釈したり、自らの知識
や経験と結び付けたりすることがやや苦手。」
（文部科学省資料より抜粋）

◆知識・技能の定着については、小学校国語（漢字を書くことなど）、算数（小数の計算など）に継続的な課題（一部の問題で、全国平均
正答率を下回る状況）

◆「活用」に関しては、中学校で全国平均正答率を上回る問題が見られている。一方、「与えられた条件を基に筋道を立てて考え、記述す
ること」や「事実を基にして自分の考えをもつこと」などの問題で、全国と同様に誤答率・無解答率が高い状況が見られ、小・中学校とも
に課題。

◆家庭での学習習慣や、学習意欲
についての課題が見られる。

■国際比較による日本の子どもの学力■ ■札幌の子どもの学力■

■札幌の子どもの学習習慣と学習意欲■

「習熟度の高い児童生徒の割合は、前回調査に比
べ増加しているが、他の上位国・地域と比べると、そ
の割合は低くなっている。」

「学習に対する意欲等について、前回調査に比べ肯
定的な回答をした児童生徒の割合は増加。国際平
均よりも低い。」
（文部科学省資料より抜粋）

札幌市児童生徒の実態に関する基礎調査

子どもの学力の現状と「札幌の成果と課題」

小５、中２が対象（H24年２月実施）
社会・理科・英語の知識・理解について「基礎に関する」と「応用に
関する問題」

札幌市学習実現状況調査

⇒小中学校ともに、
期待される正答率（設定通過率）と同程度

平成25年度全国学力・学習状況調査

小６、中３が対象（H２５年４月実施）
国語、算数・数学の
「知識に関する問題（Ａ問題）」
「活用に関する問題（Ｂ問題）」

平成25年度全国学力・学習状況調査 【小学校】 ⇒国語、算数の問題Ａ、Ｂいずれも、
全国平均正答率と「ほぼ同程度」

【中学校】 ⇒国語、数学の問題Ａ、Ｂいずれも、
全国平均正答率と「ほぼ同程度」

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して±３ポイントの範囲内。

P1

※「下回る」は、全国の平均正答率と比較して3.1ポイント以上、下回る状況。
※「上回る」は、全国の平均正答率と比較して3.1ポイント以上、上回る状況。

■読書が好きな子どもの割合が小・中学校ともに増加し、全国平均よ
り高い状況。※（ ）内は全国平均

Ｈ19年度：小72.0％（71.3％） 中66.5％（67.9％）
Ｈ25年度：小74.5％（72.1％） 中76.3％（70.1％）

■将来の夢や目標をもっている子どもの割合が増加しているが 、全
国平均より低い状況。 ※（ ）内は全国平均

Ｈ19年度：小81.5％（83.7％） 中69.2％（70.7％）
Ｈ25年度：小85.7％（87.7％） 中71.5％（73.5％）

■難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している子どもの割合が小・中学校ともに増加しているが、全国平均より低い状況。※（ ）内は全国平均

Ｈ19年度：小69.8％（72.3％） 中62.7％（62.0％）
Ｈ25年度：小71.2％（75.0％） 中65.7％（66.8％）

国際的な学力調査から明らかとなっている日本の子どもの学力状況も踏まえつつ、全国学力・学習状
況調査結果や札幌市学習実現状況調査等の各種調査結果を総合的に分析し、札幌市の子どもの
「学ぶ力」について、「札幌の成果と課題」をまとめました。

資料２



Ｖ

○双方向による「学ぶ力」の育成
※校長会との多様な機会における双方向の連携を強化

・「学ぶ力」の育成に向けた協議
・校長会への情報提供、啓発、助言
・さっぽろっ子「学ぶ力」の育成プランリーフレッ
トの検討
・各学校の研修会等の充実

「学ぶ力育成プロジェクト会議」（案）の設置

○「学ぶ力」の育成に向けた取組を検討
※会議メンバー：保護者代表、大学教授、校長、教員等

・学校、家庭が一体となって、子どもへ働きかける
さっぽろっ子「学びの習慣１０項目」（仮）を検討し提案、家庭向け
「家庭学習のススメ」（仮）の提案など
・家庭での読書習慣づくりの促進と朝読書の充実
・ＩＣＴの活用、学生ボランティアの活用などの環境整備

情報発信の充実

○家庭、地域への情報発信を充実
※家庭や地域との共通理解のもとで「学ぶ力」の育成に向けた取組を推進

・「札幌市教育フォーラム」の開催（Ｈ25.10.29）

・さっぽろっ子「学ぶ力」の育成プランリーフレット作成・配布

・札幌市ＰＴＡ協議会との連携

・広報活動の充実・工夫

教育課程研究協議会・説明会等

○「分かる・できる・楽しい授業」の在り方を協議
・事例の共有
・研究開発事業の成果発信等

○教育施策や教育指導の改善に反映するため、札幌市全体の共通指標を設定し、子どもの学習状況等を把握するとともに、分析する。 ※各種調査結果＋子どもの自己評価

（例） ・「自分から進んで・・・」（学ぶ意欲）
・「学習したことを覚えている・・・」「学校の授業以外でも繰り返して学習している・・・」（基礎的・基本的な知識及び技能）
・「資料や学習したことを使って考える・・・」「いくつかの考えを比べてよりよいものを選ぶ・・・」「分かりやすく考え方を表す・・・」（思考力・判断力・表現力等）

子どもの自己評価を生かした「学ぶ力」の評価と指導の改善

札幌市学校
教育の重点

札幌市の教育が目指す「学ぶ力」 【学ぶ意欲】【基礎的・基本的な知識及び技能】
【思考力・判断力・表現力等】をバランスよくはぐくむ教育の推進

◆分かる・できる・楽しい「授業づくり」の充実

○「分かる・できる・楽しい授業」に関する研究の推進
・教職員の協働による授業づくりに関する実践的研究の推進
・研究・研修の成果の発信

◆学校、家庭が一体となった「習慣づくり」「環境づくり」の推進

さ っ ぽ ろ っ 子 「 学 ぶ 力 」 の 育 成 プ ラ ン

「自ら課題を見付け、自ら学び、自ら問題を解決する資質や能力等」

検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立検

証
改
善 校長会との連携強化

評
価

改
善

○授業づくりに関する研修の充実
・実効性の高い研修の充実
・指導資料等の積極的な活用

札幌市教育センター研修事業 札幌市教育研究推進事業

○指導方法等のモデル事例開発
・研究推進校によるモデル事例の開発
・モデル事例の共有と活用

札幌市研究開発事業

教員の指導力向上に
向けた施策

「子どもが自ら考え、判断し、表現する学習活動」の充実

○体験的な活動や言語活動、問題解決的な学習活動等を取り入れた授業の工
夫改善を図る。

具体的な改善策につい
て教育委員会が支援

○各学校が、自校の児童生徒の「学ぶ力」の実現状況を踏まえて、指導方法等の課題を明確化し、
改善に向けたプログラムの作成、実行に取り組む。（教育課程等への位置付け、指導方法の改善など）

「自分への自信をもたせるきめ細かい指導」の充実

○児童生徒の実態に応じて、基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図り、子どもが分
かる・できる喜びを実感できるよう、個に応じた指導の充実を図る。
＊ 「ＴＴの有効活用」「定着を図る授業を位置付けた単元構成」「朝の時間を活用した学習活動」等

学ぶ意欲の向上

Ｈ２５年度試行、Ｈ２６年度以降新たな「札幌市教育振興基本計画」へ位置付け

◇「札幌の成果と課題」を踏まえ、以下の三点を重視して学校での学びを改善していく必要がある。

○子どもが、学ぶことの意義や楽しさを感じ取り、自ら学び続けようとする意欲をもつこと
○子どもが、自ら考えたり表現したりするなどの多様な学びを経験し、身に付けること
○子どもが、学び続けるための基礎的・基本的な知識や技能を身に付け、新たな学びに自信をもって挑戦していけるようになること

各学校が「学ぶ力」育成プログラムを作成し実行

◇学校での学びの質を高め、家庭とも
一体となって「学ぶ力」をはぐくむこと
を目指して「さっぽろっ子「学ぶ力」の
育成プラン」を実施していく。

P2今後の
取 組

資料３



1 2 3 4

1 授業中、自分で疑問やめあてをもって
学習に取り組もうとしている。

2 分からないことは、自分で調べてはっ
きりさせようとしてる。

3 勉強していて、おもしろい、楽しいと
思うことがよくある。

4 意見の違う人とも、よく話し合おうと
している。

5 今の自分にとって、どのように勉強す
るのがよいか分かっている。

6 勉強で同じ間違いをくり返さないよう
に気をつけている。

7 新しく習ったことは、くり返し練習を
している。

8 普段から、計画を立てて勉強してい
る。

9 分からないことは、そのままにせず、
分かるまで努力するようにしている。

10 意見を書くときには、その理由をはっ
きりさせて書くようにしている。

11
意見を発言する前に、自分の考えがう
まく伝わるように、話の内容や順序を
考えている。

12 授業中、自分の意見を進んで発言して
いる。

13 授業中、友達や先生の説明、意見を終
わりまで聞いている。

14 人の意見を聞いて、それを参考にして
自分の考えを見直すことがよくある。

15
習ったことや知っていることを使っ
て、自分で考えることが大事だと思
う。

16 学校で好きな授業がある。

17
授業中に分からないことがあったとき
に、友達や先生に聞くようにしてい
る。

18 困ったとき、悩みがあるときは、人に
相談するようにしている。

思う どちらかと言えば、そう思う どちらかと言えば、そう思わない 思わない

たくさんある 少しある あまりない ない

学習などについてのアンケート
実施日　　月　　日(　　)　　　　年　　組　名前　　　　　　　　　

◆今の自分に、最も当てはまるものに○をつけてください。

20
札幌には、好きな場所やものがある。
（自然、建物、イベント、歴史、文化
など）

19
外国の人と交流する機会をもちたいと
思う。（話をしたり、一緒に何かの活
動をしたりするなど）

質　問

　質問１～１８は、

　 １．当てはまる 　   ２．どちらかと言えば、当てはまる　３．どちらかと言えば、当てはまらない　 ４．当てはまらない

　質問１９は、

　 １．思う 　            ２．どちらかと言えば、そう思う　   ３．どちらかと言えば、そう思わない　    ４．思わない

　質問２０は、

　 １．たくさんある　 ２．少しある　                              ３．あまりない　                                  ４．ない

                                                                                                                                 から選んでください。



 

各学校における「学ぶ力」育成プログラム 
学校番号：5桁学校番号 

学校名：○○学校 

プログラム項目名 項目内容 項 目 内 容 の 具 体 

①「学ぶ力」に

関する課題 

学ぶ意欲 
◆ 「好きな授業がある」子どもが○％、「△△の勉強が好き」という子どもが○％、  

 「疑問や分からないことは、自分で○○」という子どもが○％。 

 ⇒子どもが自分で疑問や課題をもち、それを解決しようとする意欲を高める指導等に課題。 

思考力・判断力・表現力 等 

◆ 「資料や学習したことを使って考えることを○○」「人の意見をよく聞いて、自分の考えに○○」とい

う子どもの割合が○％を上回っているが、これらに比べ、 「自分の考えがうまく伝わるように○○」とい

う子どもの割合は○％と低い状況。全国学力・学習状況調査Ｂ問題で無解答率が高い。 

 ⇒自分の考えを人に伝わりやすく表現する学習活動に課題。 

基礎的・基本的な 

知識及び技能 

◆ 「習ったことは、しっかり覚えることが○○」「家で、学校の授業内容を○○」との回答がいずれも

○％を上回っているが、復習をしない子どもが○％見られている。また、「習ったことは、覚えることが

○○」という子どもは○％。全国学力・学習状況調査では○○。 

 ⇒定着を図る指導内容の明確化や、家庭での学習習慣の定着を図る取組に一部課題。 

②改善の重点 
課題改善に向けて 

重点的に取り組むこと 

★○○の向上を図るため、 ○○の充実に取り組む。 

★○○の状況を改善するため、○○を導入する。 

 ※重点的な取組について、目指す子どもの姿と、そのために取り組むことを明らかにする。 

③改善策 

改善策を具体化 
□「子どもが自ら考え、判断し、

表現する学習活動」の充実 

■「自分への自信をもたせるきめ

細かい指導」の充実 

□ 体験的な活動や言語活動、問題解決的な学習活動等を取り入れた授業の工夫改善 

□ ・・・  

■ ＴＴの有効活用 

■ 定着を図る授業を位置付けた単元構成 

■ 朝の時間を活用した学習活動 

■ ・・・ 

 ※「さっぽろっ子『学ぶ力』の育成プラン」の「分かる・できる・楽しい『授業づくり』の充実」を踏まえて

具体化。 

④検証 
各種調査や 

子どもの自己評価指標の活用 

○各教科等の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用（日常のテストやノート、観察等） 

○全国学力・学習状況調査や学校独自の調査結果等を活用 

○札幌市全体の共通指標（子どもの自己評価）の活用 

  ※「学ぶ力」を幅広い観点から評価し、成果等を検証。 

 

（参考） 


